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はじめに 仏教の歴史は, 開祖である仏陀がどのような存在であるかという, その解釈の
歴史でもある. 例えば初期仏教が仏は同じ時間（世界）に一人のみと説くのに対し, 大乗仏
教は, 多世界説をとることで, 同時に多数の仏がいると解釈することを可能にした. そのよ
うな多仏説は, 大乗仏教史においては様々な如来・菩薩の誕生を齎した. そして, 係る仏陀
の観念の発展のうち, 特に成仏論において画期的であったのが如来蔵思想である. 
如来蔵思想とは, 全ての衆生が如来の胎児(蔵・garbha)を有するとする思想である. それ
は, 全ての衆生に成仏の可能性があるということを意味している. 近年の研究によって, そ
の「如来蔵」という語は 2 世紀頃の『大乗涅槃経』に遡ることが明らかとなっている. そし
て膨大な経典を引用し纏められた論書 Ratnagotravibhāga（『宝性論』）によって, 如来蔵思想
は組織された. この如来蔵思想及びそれに類似する仏性思想は, 『大乗涅槃経』や『大乗起
信論』によって, 殊に東アジア仏教に多大な影響を与えた. 
しかしインド仏教における如来蔵思想のその後の影響を見ると, 同思想は中観学派と唯
識学派という二大学派に包摂され, 独自の学派を築くことはなかった. さらに『宝性論』自
体もまた, 7-11 世紀まで, 梵・蔵・漢の仏典において言及されることがなかった. つまり, 大
乗仏教史全体における仏陀の観念の発展を捉える上で, 如来蔵思想は重要ではあるものの, 
それのみの研究では不十分だと言う事になる.  
係る『宝性論』の偈頌とヒンドゥー教の代表的聖典 Bhagavadgīthā の一偈頌が並行関係に
あることが, 先行研究により指摘されている. 如来蔵とアートマンの類似を示すこの並行
偈は, 借用関係についての結論は出ていないものの, ヒンドゥー教と仏教の思想の交流関
係を示すものとして注目されている. その偈において, 心性或いはアートマンが遍満して
いることは, 虚空によって喩えられている. そのような虚空を用いた比喩は『宝性論』の典
拠の一つである Tathāgatotpattisaṃbhava（『華厳経』如来性起品）等に多く見られる. しかし
その他にも, 直接の典拠ではないが, この虚空の比喩と非常に近い表現が用いられている
文献が存在することが指摘されている. それが, 本研究の対象となる初期大乗経典『如来秘
密経』である. 
『如来秘密経』は, 竺法護により 3 世紀に初訳される初期大乗経典の一つである. 『如来
秘密経』はインド密教儀礼において Gaṇḍavyūha や Suvarṇaprabhāsa 及び『般若経』ととも
に経典供養の対象となるなど, インド仏教史においても重要な位置を占めると思われる文
献である. また竺法護による 3 世紀の初訳は『大宝積経』第三会「密迹金剛力士会」の名で
知られ, 大乗経典の一大叢書である『大宝積経』の一部を形成している. 『如来秘密経』の
テキストには, その他に 9 世紀のチベット訳, 11 世紀の法護訳, ネパールに由来する梵文写
本が現存している. 
 『如来秘密経』は如来の身・口・意の三密（三つの秘密）を主題としている. 本経典にお
ける仏の身体に関する記述は, 中観・唯識の論書において非常に多く引用された. 特に, 本
経典の説く一字不説論, 即ち, 如来が成道から涅槃まで一字も法を説いていないとする教
説は, 後世においてバラモン哲学と仏教の論争の主題の一つとなった. さらに『如来秘密経』
の三密は, 後世の密教にも影響を与えた. 即ち, 大乗仏教における仏陀の観念の発展を探る
上で, 同経典は非常に重要な資料と言い得るのである. 
係る重要性を持つ資料であるにも拘らず, 『如来秘密経』はこれまで総合的に研究される
ことはなかった. そのような問題意識のもとに, 本研究においては, 主に同経典の梵文写本
を用い, その成立問題・仏教史における位置付けの解明を試みた. 特に, 同経典において説
かれる仏伝の解明を通して, 大乗経典と仏伝との関係を明らかにしようとした. また大乗
経典の発達史における『如来秘密経』の役割を明かそうとした.  
予め結論の一部を先取りすれば, 本研究においては, 或る文献を介し, 大乗経典史におけ
る『如来秘密経』と『宝性論』の緊密な関係が明かされることになる. さらに, そのような
『如来秘密経』における仏陀の観念が, 他の, 或る重要な初期大乗経典の増広過程にも影響
を与えていくことも明らかになろう. 
 諸資料と経題 現存する『如来秘密経』の資料は以下の通りである. 
 
梵文写本：Descriptive Catalogue of Sanskrit Manuscripts in the Asiatic society of Bengal 1.  
No. 18. 
翻訳: 
チベット語訳：ḥPhags pa de bshin gśegs paḥi gsaṅ ba bsam gyis mi khyab pa bstan pa shes 
bya ba theg pa chen poḥi mdo  
漢訳：『大宝積経』「密迹金剛力士会」竺法護訳  
   『仏説如来不思議秘密大乗経』法護訳  
 
 『如来秘密経』の梵文写本の筆写年代は 17 世紀頃と目される. またチベット語訳, 漢訳 2
本の年代はそれぞれ 9 世紀, 3 世紀, 11 世紀である.  
 経題については浜野哲敬氏が指摘する通り, 古くは Guhyakādhipatinirdeśa, 後には
Tathāgataguhyasūtra が一般的になるようである. また梵文写本の奥書には
Tathāgataguhyka という名が記されている.  
 
研究史 本研究では『如来秘密経経』の研究史を概観し先学の成果を整理した. 『如来秘密
経』は総合的な研究は未だなされていないものの, その重要性に基づき, 様々な側面から言
及がなされている. 序論においては, まず, 浜野氏と山野智慧氏による『如来秘密経』の紹
介研究に触れた. さらに, 『如来秘密経』におけるヴァジュラパーニ（金剛手）・密教におけ
る経典供養の対象としての『如来秘密経』・初期大乗経典としての『密迹金剛力士経』・ネパ
ールの「九法宝」と『如来秘密経』・『金光明経』への間接的影響・『如来秘密経』における
一字不説といった側面から, 同経典の研究史を整理した. 
 
研究目的と方法 本研究では今まで研究の行き届いてなかった『如来秘密経』について, そ
の梵文写本の解明とともに, 以下の観点から解明を試みた. 即ち, 上述のように, 本研究で
は『如来秘密経』の成立問題及び仏教史における『如来秘密経』の位置について論じた. そ
の際, 本研究では, 主に, 梵文写本を始めとする『如来秘密経』の諸本と他典籍との並行箇
所を分析・検討するという文献学的手法を通して分析を進めた. 
 
本論の構成 本研究では『如来秘密経』について, 以下の構成に基づいて論じた. 
 第 1 章では『如来秘密経』の現存梵文資料について報告した. まず『如来秘密経』梵文写
本の概略について報告した. 『如来秘密経』梵文写本は完本ではなく順序にも混乱が見られ
るため、法護訳に基づき順序を再構成し, 法護訳との対応箇所を挙げた. また論書による引
用から回収し得る『如来秘密経』梵文断片の箇所を纏めた. さらに諸訳の相互関係から, 『如
来秘密経』梵文写本が, 竺法護訳よりも法護訳及びチベット語訳に近いことを確認した. ま
た章題など, 『如来秘密経』梵文写本が諸訳のいずれとも異なる点を確認した.  
また, 写本第 1 葉には, Guhyasamāja の冒頭部分が筆写されている. そしてその後に『如
来秘密経』とも Guhyasamāja とも異なる別の大乗経典が続いている. 本項ではそのテキス
トが『無量寿経』(Larger Sukhāvatīvyūha)の断簡であることを指摘した. 断簡を含めた『無量
寿経』の梵文写本は 39 本確認されており, 本写本の断簡は確認された 40 本目の『無量寿
経』梵文テキストと言う事になる. 
 また, ネパールにおいて, 『如来秘密経』法護訳第 25 章の冒頭三分の一程に対応する箇
所の抜粋が Tathāgataguhya(kā)-Dhāraṇī 等の名で dhāraṇī として流通している. 1.2 では東
京大学総合図書館所蔵の写本コレクションにおける Tathāgataguhya(kā)-Dhāraṇī に相当す
る テ ク ス ト 4 本 に つ い て 報 告 し た . 1.3 で は『如来秘密経』の経題について , 
Guhyakādhipatinirdeśa と Tathāgataguhyasūtra という二つの名に加え, Haribhadra の言及にお
ける Tathāgataguhyanirdeśa という経題が, 同経典のチベット語訳の経題を支持しているこ
とを指摘した. またネパールの仏教徒の間で尊重され, 崇拝の対象になっている 9 つのテ
クストである「九法」の一つに Tathāgataguhyaka がある. 現在は Guhyasamāja を指す
Tathāgataguhyaka について,『如来秘密経』梵文写本が Tathāgataguhyaka と題されること
等から, 当初は『如来秘密経』に相当した可能性を改めて指摘した. 
第 2 章では『如来秘密経』の成立問題について解明を試みた.  
2.1 では, まず, 先行研究で触れられることのなかった『如来秘密経』の仏伝が, 大乗仏教
の仏伝Lalitavistara(LV)と並行箇所を有することを確認した. さらに当該の並行箇所を検討
し, 諸仏伝を調査した. その結果, 『如来秘密経』の仏伝が LV 系のものであることが確認
された. 次に, 『如来秘密経』において, LV および『首楞厳三昧経』の獅子座の神変に見ら
れる仏陀観に基づき, 苦行から転法輪までの仏伝の諸相が纏め直された可能性を指摘した. 
その際, それらの仏陀観が一音説法と共通している点を指摘した. 2.2 で確認する通り, LV
系である『如来秘密経』の仏伝の記述は, LV の増広過程において借用の材料となる. このこ
とは, 密接な関係を有する仏伝である LV と Mahāvastu が, その増広過程においても相互
に影響を与えている点と軌を一にする. 即ち, LV と Mahāvastu のように, 『如来秘密経』
の仏伝と LV とは同一系統の仏伝であり, 相互に影響を与えている関係である事が確認され
た. 
また『異部宗輪論』の記述, 仏の六十種の音声, 菩薩の世間随順思想, LV の増広箇所の検
討等から, 『如来秘密経』と大衆部との関連する点を確認した. 
第 3 章では仏教史における『如来秘密経』の位置について解明を試みた. 
3.1 では, 『大般若波羅蜜多経』第六会として異訳される『勝天王般若経』16 品のうち 9
品までが, 章単位で『如来秘密経』と並行関係にあることを確認した. さらに『勝天王般若
経』における『如来秘密経』並行箇所において多数の単語が般若波羅蜜の語に置き換えられ
ていることから, 『勝天王般若経』が『如来秘密経』或いは『如来秘密経』と内容を同じく
する経典に基づき, 般若波羅蜜を主題として纏め直したものと推定した. また, 両経典の異
訳の相互関係から, 『勝天王般若経』が印度撰述である可能性が認められた. 
3.2 では, 3.1 で得られた結論に基づき, まず『如来秘密経』梵文写本を含め, 『如来秘密
経』と『勝天王般若経』諸訳の並行箇所を検討した. その結果, 『勝天王般若経』が『如来
秘密経』の増広箇所を承けた内容であることが確認された. そのことから, 『如来秘密経』
と『勝天王般若経』の間に第三の共通の素材を想定する必要がなく, 『勝天王般若経』が『如
来秘密経』を直接借用したものであることが確認された.  
さらに『勝天王般若波羅蜜経』第 12 章「陀羅尼品」において, 『勝天王般若経』自身に
よる借用関係の示唆が見られることを確認した. またシャーンタマティ菩薩を巡り, 『勝天
王般若経』中に二つの異なった層が存在することも指摘した. さらに訳語の検討から, 翻訳
者月婆首那自身が, 『勝天王般若経』作成グループの一員或いはそれに近い位置にいた可能
性を指摘した, また『勝天王般若経』と『無上依経』の関係及び『大乗起信論』序の記述を
鑑み, 月婆首那と真諦が同一の経典作成グループの周辺にいた可能性をも指摘した. 
 3.3 では, 『如来秘密経』と『勝天王般若』の資料比較として, 『如来秘密経』梵文写本法
護訳第 23 章・第 24 章対応箇所の翻刻と, 対応する『勝天王般若経』月婆首那訳第 11 章・
12 章並行箇所の提示を行った. また『如来秘密経』チベット語訳（デルゲ版）及び漢訳 2 本
（竺法護, 法護）と対照させた. これにより, 『如来秘密経』研究の基礎資料のみならず, 漢
訳 2 本のみ現存している『勝天王般若経』の借用元とそのサンスクリット原典の対照が可
能となる, 『勝天王般若経』研究の基礎資料を提供し得た. 
3.4 では, 『法華経』「見宝塔品」冒頭部分におけるチベット訳のみに見られる増広個所が
『如来秘密経』に基づいたものであることを指摘し, 当該箇所の並行梵文の回収と借用理由
の解明を試みた.  『法華経』チベット訳増広箇所の後半には『如来秘密経』によらない独
自の文章も存在する. その為, 増広箇所独自の文章と借用部分との繋がりを確認すること
により, 借用の理由を考察した. その結果, 『法華経』「見宝塔品」チベット訳増広個所は, 
『法華経』と共通しながらさらに発展し, 法身を認めている『如来秘密経』の仏陀観に基づ
き, 「見宝塔品」の仏陀観を再解釈したものであることが確認された. また同増広箇所の有
無から, 『法華経』チベット訳の系統を整理した. 
第 4 章では, まず『如来秘密経』の一字不説論が経典の増広過程において初めて説かれた
ものであることを確認した。さらに一字不説に言及する他の増広箇所の検討から, 一音説法
から一字不説への発展が,「法に音響がなく文字がなく音がなく言詞がない」という『如来
秘密経』の文字論と一音説法の整合性を意図して成立した可能性を指摘した. 
 結論では本論で得られた考察を纏めるとともに, 『如来秘密経』研究における今後の課
題も提示した. 即ち, 本研究で取り扱うことのできなかった『如来秘密経』における如来
の秘密や説話などの内容研究の必要性を今後の課題として提示した. 
 また付論 1 として, 上述のように, 『如来秘密経』の梵文写本のうち, 如来の秘密に関す
る箇所と仏伝の記述の箇所の校訂と和訳を付した. 付論 2 では東京大学総合図書館所蔵の
Tathāgataguhya-dhāraṇī (Matsunami Dh. Sec. 373 No. 416-Ⅰ) と『如来秘密経』梵文写本
の当該箇所の翻刻を対照させ, 異同を提示した. またチベット訳（デルゲ版）及び漢訳 2
本（竺法護, 法護）と対照させた. 付論 3 では, 新たに同定された『無量寿経』(Larger 
Sukhāvatīvyūha)の断簡を含む『如来秘密経』梵文写本 1a の翻刻を提示し, 藤田宏達博士に
よる校訂との異読を提示した. 今後の課題として, 梵文写本全体の校訂と訳注研究を纏め
ることを期するものである. 
 
